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公益財団法人 協 和 協 会

時 代 を 刷 新 す る 会
両団体会長代行 岸 信夫 衆議院議員

両団体政治経済部会長 大 野 松 茂

両団体 専務理事 清原淳平

政 治経 済部会 の お知 らせ 劇9掴 ）

日 時 平成30年11月21日 （水） 午後1時 半 ～午後3時 半

場 所 参議 院議員会館1階102会 議室 千 代 田区永 田町2－1－1

◇ 国会 議事堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）①番 出 口よ り5分 、 永 田町駅 （有 楽町線 ・

半蔵門線 ）①番 出口よ り下車2分 。当El、 午後 ］時よ り、議員会 館入 口にて通行証 を

差 し上 げます。

は じめ に 部会長挨拶 「最近 の政治経 済 につ いて想 う」 ．

大野松茂元衆議 院議 員 ・内閣官房副長官 （政策 担当）

議 題1、 中国中心 の 「一帯一路政 策 」と 「ア ジァィ ンフラ投資銀 行 （AllB） 」 の実態

2、 安倍晋三総理 の提 唱 する 「イン ド太平洋構想」 につ いて

3、10月25日 ～26日 の 日中首脳会談 の分析

導入解説 清 原淳平専務理事

4、 参加者一 同にて意見交換

5、 大野松茂政治経済 部会長 の まとめ

FAX返 信用

資料代 と して、金500円 を いただ きます。

来 る11月21日 （水）午 後1時 半 ～3時 半 の政治経済部会 に

亘 力禄の トA入

B、 欠 席す る （いずれか に○ 印）

国会 のテ ロ対策 のため、警備か らの要請 によ り、原則 と して会員 （及 び議員 ・秘 書）。

非 会員で御参加希望 の方 は、2日 前 までに履歴書 を御送付下 さい （非 会 員 は2千 円）

「公 益 財 団 法 人 協 和 協 会 」 事 務 局 ・電 話03－3581－1192 、FAXO3－3507－8587

「時 代 を刷 新 す る会 」事 務 局 ・電 話03－3272－4320 、eメ ー ルkiyohara＠jidaisassin．jp

1右 頁 へ

政 治 経 済 部 会 10月18口 の 御 報 告

○ 大野松 茂政 治経済部会長 の冒頭挨 拶

］0月18日 の政治 経済部会 は、 まず 「最近 の政治経 済 にっ いて想 う」 と題 し、大 野松茂部会長

よ り （要 旨）、外 国人 による 日本国 内の土地取得 問題 について は、条 約が あ り、法 的規 制が むず か

しいことが分か った。先 の総 裁選 は、 国会議貰の7割 超 の支 持 によ り安倍総 理が3選 され た。 しか

し課題 は山積 して いる。例 えば、憲法改正 につ いて は聞 く耳 を もたない野党 もいる。普 天 間基地 を

辺野古へ移転 す る問題、．尖 閣諸 島へ 中国船が頻繁 にや って くる問題、消費税10％ につ いて は負担

と給付 のバ ランスを と る問題等 々、 課題 は沢山あ るが、安倍 内閣 に期待 した い、 と挨拶 があ った。

◎ 中国が推進 する 「一帯 一路政策 」の実情 について 現地 取材 の結果報 告

解説 池永達夫 ジ ャーナ リス ト・世 界 日報編集 委員、元論説 室長 ・r政 界往 来』編集長

D私 は レッグマ ンと呼ばれ ている。 ジャーナ リス トは現場 に行 って実態を把握 す る必 要が あ る。

現地 を取材 して廻 って分 か るの は、 中国の 「一帯一 路政策 」 な る もの は、 ユー ラシア大 陸を陸

路 と海路 でっな ぐ経済 圏構想 とい うだけではな く、 それ は北極 圏を含め、西 はア フ リカや中南米

に及ぶ地球規模 の 「中国中心構想 」で あ る。 中国は、 いま世 界 の36ヵ 国 に手 を伸 ば し、す でに

76港 もの港湾 夕一 ミナルを運営 し支配 して いる。

2） 中国主催 の 「アジアイ ンフラ投 資銀行 （All8） 」の役 割

中国 は、，その資金 力 によ りAIIBを 創 り、発展途上 国のイ ンフラを整 備す るため、大金 を投

資 ・貸 し付 ける と し、先進国 に も投資 を呼びか けた。 中国 との貿易 が大 きい ドイツ、 フラ ンスな

どEUや イギ リス も中国の呼 びか けを歓 迎 した。 しか し、 「ア ジァイ ンフ ラ投 資銀行 （AIIB）」

の本部 は中国 にあ り， その総裁 も中国人 であ り、常設 理事会 もな く、 出資 は、中国人 の判断が中

心で あ ることが分か って きた。

3） 中国か ら資金を借 りた後進 国 ・発展途上諸国 の苦悩 ・後悔 ）

港湾 ・ク レー ン、高速道路 、高 速鉄道等 々、後進 国 ・発 展途上 国の インフラ整備 のた め とい う

触 れ込み に応 じて、中 国か ら資金 を借 りた諸国 に、 いま後 悔 ・反省 が巻 き起 こってい る。す なわ

ち、中国 か ら資金 を借 りる と金利 が高 く、支払えな い とな ると、 その運 営権 を中国側 に取 られた

り、その土 地 を割譲 させ られ るか らであ る。

例 えば、EUの 一 員で財政難で苦 しむギ リシャは、 中国の誘 いに乗 り、地 中海有数 のハ ブ貿易

港 ピレウスコ ンテ ナ港 を、ヰ国遠 洋海運集 団 （COSCO） に30億 ドル で売 り渡 した。 トル コ

第3位 の港施設 会社 も同様 に中国 に運営権 を抑 え られ、 ソマ リア もジブチ港 を中国 に貸 した と こ

ろ、中 国人民解放 軍1万5千 人 が進 駐 して きてい る。 また、南 ヨー ロ ッパ のバ ル カン半 島諸 国で

も、中国 の投資 で高 速鉄道敷設 を始 めたが頓挫 して お り、 またニカ ラグア の第2パ ナ マ運 河建設

も中断す るにいた り、 当初、乗 り気 だ ったEUの 大 国 ドイ ツやフ ラ ンス も、調査 団を派遣 して実

態調査 して お り、 中国主導 の開発 に警戒色 を強 めて い る。

4） 米 中貿易戦争 の裏 にある もの

本年春 まで は、米 中首脳 は、相互 訪問 もあり、友好 ムー ドで あ ったのに、 トラ ンプ米大統領が、

手 の裏 を返 す よ うに、米中 間の貿易 関税 を高め、貿易戦争 に出た のはなぜ か。それ は、実 は技術

覇権争 いの戦 いで あ る。ア メ リカの技術 を中国が取 って しま う。 中国が、 ア メ リカの民 生技術 さ

え軍事転用 して いる ところ に、 トラ ンプ大統領 は危機感 を持 った結果で あ る。

その後 の質疑応 答 ・意見交換 も盛 んで あ った。次 回11月21日 （水） もぜ ひ御 出席 を ！

2以 上


